






政務活動報告書 

 新型コロナウイルス感染症対策のため、昨年に引き続き例年行っている他自治体への 

先進地視察が行えず、地方議会オンラインセミナーを受講しました。 

 

 日時 １１月 ２日 (火曜日) 

 場所 深川市役所 東会議室 

 

 参加者 小田雅一 近沢弘幸 北村薫 鶴岡恵司 

 

 講師  (株)地方議会総合研究所 

    代表取締役  廣瀬 和彦 

 

 講習内容 

  東京セミナー １０：００～１３：００ 議員ができること 

  東京セミナー １４：００～１７：００ 議会ができること 

 

議員ができること 

  地方議員は住民の直接選挙によって選ばれた、地方公共団体における住民の代表で、

特別職の公務員であって、地方公共団体の奉仕者である。 

  多様な住民の意思をできるだけ、公正かつ忠実に反映することが求められる。 

 議員は、常識をわきまえて言動・行動する性善説のもとに成り立ち、最近は必ずしも

そうなっていないと、講師の方から指摘がありました。 

  発言自由の原則で、会議原則は会議運営の積み重ねによって生じた共通ルール 

  発言自由の原則の制約では、地方自治法 132 条及び標準市議会会議規則 151 条に

反する発言は不穏当発言といわれている。 

  不穏当発言の基準（どこにも明確な基準はなく、議会により判断が違う） 

① 無礼な発言 

② 他人の私生活にわたる発言 

③ 発言の根拠が不明確である発言や事実と異なる発言 

④ 基本的人権を侵害する発言（ＬＢＧＴ等） 

  不穏当な発言に対する取扱い 

 議長の発言取消命令と発言者による発言取消し 

  発言の種類には質問・質疑・討論があり 

  ・質問は市勢全般を対象とし疑問点と自己の意見を述べることできる。 

  ・質疑は議題となった案件を対象に疑問点だけしか述べることができない。 

 



  議案の提出・修正はどこまでできるか 

  請求権・異議・審査等の申立権の要件と効果 

  表決権と棄権の捉え方 

  請願紹介権の制約と問題等 

 

 多様な民意を執行機関に伝え、住民と執行機関の懸け橋になり適正で公正な執行とな

るよう務めることが求められている。 

 

 

議会ができること 

① 議事機関としての役割 

委員会の傍聴・ライブ配信・会議録の開示、施策によって優先順位をつける 

② 住民の代表機関としての役割 

議会報告会や意見交換会の開催や議会によるパブリックコメントの実施 

③ 立法機関としての役割 

    団体意思決定議案の提案 

④ 監視機関としての役割 

    予算・決算・契約等の議決権限を有する案件の審議等によるチェック 

  議決権 

 議会に付与された意思決定権限 

  調査権 

 議会が有する調査権は、事務検査権、監査請求権、１００条調査権がある 

  意見書・請願等に議会ができること 

 議会は、当該普通地方公共団体の公益に関する事件につき、意見書を国会又は関係行

政庁に提出できる 



 国又は地方公共団体の機関に対し、その職務に関する事項について、希望することを 

 述べることができる 

  資格決定、懲罰の判断と留意点等 

 

議会は、議事機関と住民の代表として、立法機関としての役割、議決権限を有する案

件の監視機関の役割等、権限と制約がある中、大きく変化する生活環境、経済状況、自

然災害等により果たすべき役割は増大しています。議会に与えられた権限をしっかり行

使できるようにしていきたいと思います。 


